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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。
１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。
４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけ
た。
３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織
的に対応した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施し
た。２：必要な事案に対してあまり会議を実施しな
かった。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せ
ず、組織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価し

Ｃ 0

１：
いずれ
かでも
70％未
満

Ｄ 0

3

◇(児童評価３)「学校や地域のことが
好きである。」
→校外での交流が規制なく行うことが
できる。地域の方々との積極的な関り
をもち、地域教育連絡協議会の情報交
換の場も大切にしていきたい。
◇(保護者評価３)「学校は、各種おた
よりや学校ホームページにより、教育
活動の積極的な情報発信に努めてい
る。」
→学校からの配布物のペーパレス化が
定着した。学校ホームページでは、計
画的に行事や子どもたちの成長を、発
信してきた。必要な情報など今後も、
わかりやすく伝えていく。
　◇(保護者評価４）「地域人材や施設
等を活用した教育活動の充実に努めて
いる。」
→夏のわくわくスクールは、地域の
方々との交流の場の1つとして、大変充
実した活動が行われている。今後もよ
り多くの方々と関わる機会として進め
ていく。
→次年度は、おおたの未来づくりを進
めていきながら、地域と積極的に関わ
り、児童の創造的な思考を育んでい
く。

Ａ 9

・これまでの取り組みを基に、地域で子どもたちを守る。
先生方の授業をサポートする。学校の行事に協力するな
ど、安全安心を第一に努めていきたいと思います。
・NIE（新聞を活用した教育活動）は、とても良いことだ
と思いますが、「おおたの未来づくり」「よりよい街づく
り」は小学校児童（5・6年生）には、目標が高く課題とし
て大きすぎると危惧しています。
・学校のホームページで学校行事のことがわかり、なかろ
くDIARYを見れば、子どもたちの様子が分かるので大変良
いです。
・子どもたちが地域とより関りができ、顔と名前がお互い
に分かるような関係性が築けると良いと思います。
・個人的になかろくDIARYを楽しみにしていた。今年度は
更新の回数が一昨年度より減り、残念に思っていたが、更
新の負担が教員に対し大きいと聞き納得した。なかろく
DIARYを楽しみにしている保護者がいると思うので、ご負
担にならない程度に更新をお願いします。
・子どもの教育は別として、地域と学校に距離を感じ、う
まく連携が取れていないように思えます。地元愛が強く、
地域力の高い地域です。
地域の方々の声をうまく汲み取り、連携が取れることを望
みます。

地域教育連絡協議会において、児童・
生徒の変容等の具体的な資料を作成し
て、評価に必要な学校の情報を適切に
提供し、適正な評価を受けるよう努め
る。

4
３：
全て
80％
以上
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学校・家
庭・地域が
担う役割な
どを明確に
し、地域に
開かれた教
育の実現を
目指しま
す。また、
相互の連携
を深め、子
どもを育て
る仕組みを
作ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等
の基本情報、児童・生徒の活動情報等
をホームページ等で公開及び更新する
ことにより、積極的に情報を発信す
る。

4

◇(児童)
「学校や地域のこと
が好きである。」
と回答した児童の割
合

◇(保護者)
「学校は、各種おた
よりや学校ホーム
ページにより、教育
活動の積極的な情報
発信に努めてい
る。」
「地域人材や施設等
を活用した教育活動
の充実に努めてい
る。」
と回答した保護者の
割合

４：
全て
90％
以上

学校支援地域本部と連携するなどし
て、地域力を生かした特色ある教育活
動を実践する。

3
２：
全て
70％
以上

Ｃ 0

校内委員会等を確実に実施し、学校に
おける特別支援教育を推進する。

3

１：
いずれ
かでも
70％未
満

Ｄ 0

4

◇（児童評価４）「授業はわかりやす
い」
◇(保護者評価４）「教員は学習活動を
工夫し、わかりやすい授業づくりに努
めている。」
◇(保護者評価４）「学校は児童・保護
者に寄り添いながら、良質な教育環境
づくりに努めている。」
→校内研修、OJT、校外の研修会への各
教員の積極的な参加を図っている。今
後も各教員が必要な研修会には、積極
的に参加を推進し、学校全体としての
指導力の向上を図っていく。
→教員一人一人の授業力や指導力を高
めるために、毎学期テーマを与え授業
観察を行った。多くの教員が参観で
き、互いにアドバイスをし合うなどの
機会を計画的に設定し、学校全体の授
業力アップを進めていく。
→夕会の場などを使い、サポートルー
ムに関する指導についてなど、短時間
での研修を行い、特別支援教育につい
ての充実を図っていく。

Ａ 10

・児童が授業がわかりやすい、楽しいと思うことは、先生
方の指導力向上のための研修や日々の向き合い方の成果だ
と思います。プラン1で記入した様にICT活用等児童の興味
を引く授業ができている表れと思います。
・授業がわかりやすい、とても素晴らしいと思います。先
生方の指導がとても良いと思います。児童もきちんと静か
に授業を聞いています。
・学校は毎月、地域に学校だよりを配布してくれるので、
学校の様子が良くわかります。子どもたちは、地域でのび
のび育ってもらいたいと学校と連携をして見守っていきた
いと思います。学校のことは地域でもしっかりと見守って
いきたいと思っています。
・児童、保護者共にわかりやすい授業だと評価していま
す。先生方の魅力ある教育環境づくりにご尽力されている
ことが伺えます。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内
研修等を実施しOJTを充実させる。

4
３：
全て
80％
以上
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児童・生徒
が安全・安
心に学校生
活を送るた
めに、教員
の指導力向
上と良質な
教育環境を
つくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授
業改善に生かす。

3

◇（児童）
「授業はわかりやす
い。」
と回答した児童の割
合

◇(保護者）
「教員は学習活動を
工夫し、わかりやす
い授業づくりに努め
ている。」
「学校は児童・保護
者にに寄り添いなが
ら、良質な教育環境
づくりに努めてい
る。」
と回答した保護者の
割合

４：

全て
90％
以上

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

3
２：
全て
70％
以上

Ｃ 0

１：
いずれ
かでも
70％未
満

Ｄ 0

3

◇（児童評価３）「運動が好きで、進
んで体を動かしている。」
◇(保護者評価４)「学校は子どもの体
力の向上のために工夫して取り組んで
いる。」
→体力調査結果分析を基に「仲六道
場」「一学級一実践運動」「体力向上
月間」と、児童の実態に合わせた体力
向上の取り組みを行ってきた。児童が
興味をもち、まためあてを持って取り
組めるような計画を立てながら、年間
を通し進めていく。
◇(児童評価３）「早寝・早起き・朝ご

はんの生活を心がけて生活してい
る。」
◇（保護者　評価３）「子どもは早
寝・早起き・朝ごはんの規則正しい生
活習慣を意識しながら生活してい
る。」
→あまり当てはまらないという保護者
回答が10％以上である。学校としての
課題であり、学校と家庭とが、より連
携しながらすすめていくことがいくこ

Ａ 10

・コロナ禍の制限がなくなり、思い通りに体を動かせる様
になり、規則正しい生活習慣が出来ていると思われます。
習い事や受験勉強で睡眠を削ることになるとすれば、毎日
の生活習慣にとらわれず個々のサイクルで考えることも必
要かと思います。また、体を動かすことが苦手な子どもた
ちに対しては　大谷翔平グローブ　が、一役買ってくれる
ことを期待します。
・体力の低下はありなすが、運動会や校庭などでは良く見
えます。生活習慣をいっしょに考えていけば良いと思いま
す。
・免疫力向上のためにも体力の強化は必要だと思います。
「すすんで体をきたえよう」となるよう願っています。
・以前に比べ、児童は外で遊ぶ機会が減っているため、
「仲六道場」の取り組みは良いと考える。

給食指導及び教科等における指導を通
して、食生活の充実・改善をねらいと
した「食育」を推進する。

4

３：
全て
80％
以上
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親しむ心の
育成や、運
動習慣の定
着による体
力の向上な
ど、生涯に
わたって健
康増進を図
る意識の向
上をめざし
ます。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取
組等を通して、児童・生徒や保護者に
対し、望ましい生活習慣についての意
識啓発を行う。

4

◇（児童）
「運動が好きで、進
んで体を動かしてい
る。」
「早寝・早起き・朝
ごはんの生活を心が
けて生活してい
る。」
と回答した児童の割
合

◇(保護者)
「学校は子どもの体
力の向上のために工
夫して取り組んでい
る。」
「子どもは早寝・早
起き・朝ごはんの規
則正しい生活習慣を
意識しながら生活し
ている。」

４：
全て
90％
以上

体育的行事、部活動、休み時間など
様々な機会を通して運動習慣の確立を
推進する。

4

２：
全て
７0％
以上

２：

全て
70％
以上

Ｃ 0

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施
する。

4
１：

いず
れか
でも
70％
未満

Ｄ 0

4

◇（児童評価３）「自分や友達のこと
を大切にしている。」「すすんであい
さつをしている。」「きまりを守って
生活している。」
◇(保護者評価４）「やさしく思いやり
のある子に育ってきている。」
→交流活動（クラスタイム・なかよし
キッズタイム）により、児童のコミュ
ニケーションの機会を意図的に設けて
いる。活動の振り返りにより児童の自
己肯定感を高めることもめざしてい
る。今年度は交流活動の回数を精査
し、内容の充実を図ってきた。今後も
計画的に進め、より発展させ定着させ
ていく。
◇(保護者評価４)「子どもたちはすす
んであいさつをし、きまりを守って生
活している。」
→あいさつや、正しい言葉遣いなどが
定着している。また、定期的なあいさ
つキャンペーンの取り組みによって、
児童に意識づけができている。来校者
に対しても自然と挨拶ができる点はこ
れまでの積み重ねの成果である。こう
した習慣が、毎年度、引き継がれてい
くよう、全校朝会の場などで、啓発を
行うことを続けていく。
◇(保護者評価３）　「学校は、子ども
たちの問題行動の未然防止、早期発
見、早期対応に努めている。」
→毎週の、生活指導情報交換会によ
り、校内での課題について共通理解を
図っている。校内委員会ケース会議は

Ａ 10

・左記の内容とは少し異なりますが、知らない大人とは話
をしないとの風潮もある中、読み聞かせに行く通学路の道
中、子どもたちに「おはよう」と、声をかけると、挨拶を
してくれます。その後、教室内でも元気よく挨拶をしてく
れます。たまに、読み聞かせの途中で入ってくる児童もい
ますが、周りの子どもたちも、冷やかしたり、とがめたり
する事はなく、話を静かに聞いてくれます。
・自ら進んで挨拶できる児童への啓発を継続してくださ
い。
・とても優しい子どもたちに育っていると思います。きち
んと挨拶をしてくれるし、きまりは、きちんと守っている
ようです。
・子どもたちの挨拶は、良くできていると感じます。学校
内でも地域でもきちんと挨拶してくれます。
・交流活動など児童の自己肯定感を高める活動を続けてい
ただきたい。
・学校公開において、廊下ですれ違った児童から元気の良
い挨拶を受けた。日頃の取り組みの成果と感じる。

道徳教育推進教師を講師とした研修
や、国、都及び区の資料を活用した授
業等を行う等道徳指導充実のための取
組を行う。

3
３：

全て
80％
以上
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子ども一人
ひとりの正
義感や自己
肯定感、自
己有用感な
どを高める
とともに、
自他の生命
を尊重する
心を育成す
るなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をは
ぐくみま
す。

小中一貫による教育の視点に立った生
活指導の充実により、社会のルールや
学校のきまりなどを守ろうとする意識
を高める。

4

◇（児童）
「自分や友達のこと
を大切にしてい
る。」
「すすんであいさつ
をしている。」
「きまりを守って生
活している。」
と回答した児童の割
合

◇(保護者）
「やさしく思いやり
のある子に育ってき
ている。」
「子どもたちはすす
んであいさつをし、
きまりを守って生活
している。」
「学校は、子どもた
ちの問題行動の未然
防止、早期発見、早
期対応に努めてい
る。」
と回答した保護者の
割合

４：

全て
90％
以上

学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）の結果よりストレス症状のみられ
る児童・生徒に対して組織的に対応す
る。

4

学校いじめ防止基本方針に沿って、い
じめの未然防止、早期発見等のための
取組を実施する。

4

Ｃ 0

授業改善推進プランを、授業に生か
す。

3

１：
いず
れか
でも
70％
未満

Ｄ 0

４：

全て
90％
以上

4

◇(児童評価４）「授業で学習したこ
とがよくわかる。」
◇（保護者評価４）「学校はわかりや
すい授業に努めている。」
◇（保護者評価４）「学校は、習熟度
別指導や補習を生かし、一人一人の学
力や課題に応じた指導に努めてい
る。」
→基礎学力の定着を図ることを最大の
目的としながら、算数の習熟度別指導
及び補習教室を行ってきた。指導の充
実を図るため担任や支援員も関わりな
がら進めてきた。これからも各教科、
仲六スタンダードを基本とした基礎学
力の定着を進めていく。
◇（保護者評価４）「学校は子どもた
ちの読書活動が習慣化するよう工夫し
て取り組んでいる。」
→読書担当と読書学習司書が中心にな
り、読書意欲の向上のための環境を整
備し進めてきた。図書委員会によるク
イズやゲーム、そしてお昼の放送によ
る読書の啓発。図書ボランティアによ
る読み聞かせや掲示物の作成など、活
動が大変充実している。次年度も、取
り組みを継続させ、さらに児童の実態
に合った新たな取り組みも進め、語彙

Ａ 10

・児童が学校で勉強するという堅苦しい言葉を学校が学び
を楽しめる様に工夫した結果が出ていると思います。同じ
学びにクイズやゲーム等の工夫があることで、児童は勉強
（学び）が身近で自分に必要なものとして取り組めた結果
だと思います。
・読書の習慣化を引き続き、よろしくお願いします。
・授業がわかりやすいということは、先生の指導の仕方だ
と思います。児童にとってはとても良いことだと思いま
す。
・読書活動を継続して、児童に読書習慣が身に付いてきて
いる事がうかがえます。
・読書の取り組みがとても充実しているとのこと、大事な
ことだと思います。これからもお願いします。

３：

全て
80％
以上

Ｂ 0

２：

全て
70％
以上

プ

ラ

ン

２

　

学

力

の

向

上

児童・生徒
一人ひとり
の学ぶ意欲
を高め、確
かな学力を
定着させま
す。

学習カルテを基に児童・生徒と面談
し、一人ひとりの学習のつまずきや学
習方法について、指導する。

3

◇(児童）
「授業で学習したこ
とがよくわかる。」
と回答した児童の割
合

◇（保護者）
「学校はわかりやす
い授業に努めてい
る。」
「学校は、習熟度別
指導や補習を生か
し、一人一人の学力
や課題に応じた指導
に努めている。」
「学校は子どもたち
の読書活動が習慣化
するよう工夫して取
り組んでいる。」
と回答した保護者の
割合

算数・数学到達度をステップ学習
チェックシートで児童・生徒、保護者
に知らせる。

3

学習補助員等による算数・数学・英語
の補習を実施する。

4

4

２：

全て
70％
以上

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育
指導や「一校一取組」運動や「一学級
一実践」運動を実践する。

3
１：
いず
れか
でも
70％
未満

Ｄ 0

9

・黒板のみではなく、プロジェクタを活用した授業がなさ
れており、児童も興味をもって学習に取り組めるのではな
いかと感じた。
・ICT機器の導入から数年経ち、先生方のICTを工夫した活
用が、児童の学習意欲に反映されて、学力の向上につな
がっていて、とても良いと思います。
・学校生活は楽しい。学校は新しいことになどに取り組ん
でいると思います。子どもたちの授業の様子や休み時間を
見てそう思います。
・ICT機器の活用には、困難が伴うと思いますが、より一
層の活用をお願いします。
・学校のイベントの一つ７６５発表会を観覧しました。
ICT機器活用の様子をうかがうことができました。中、高
学年では自分たちで効果的に活用して演出していました。
低学年では先生が演目に対し、より楽しく演技できるよ
う、演出してくれていました。発表会も年を重ねる事に、
円熟度が増すのはICTをよりよく活用している事の表れだ
と感じます。他のイベントに対しても、HPを見るにつ
け、同じように活用できていると感じます。
・コミュニケーションの部分で一言。
以前は、知らない大人に対しても、校内で会うと児童の方
から「こんにちは！」と元気に挨拶をしていただくことが
多く、大変嬉しく思っており、仲六の良さだなぁと感じて
おりましたが、昨今の仲六郷小ではそういった児童があま
り見られなくなったな、と思います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かし
た体験活動や理数授業等を実施する。

3
３：

全て
80％
以上 Ｂ 1学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指

し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施
する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進
を目指し、人権教育資料等を活用した
授業を実施する。

学校関係者記入欄

プ

ラ

ン

１

　

未

来

社

会

を

創

造

的

に

生

き

る

子

供

の

育

成

コミュニ
ケーション
能力、情報
活用能力、
ともに生き
る力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに
対応する子
どもの力と
自信を身に
付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、
外国の方々とのコミュニケーション能
力の育成等を図っている。

4

◇(児童）
「学校生活は楽し
い。」
「学校は新しいこと
などにも取り組んで
いる。」
と回答した児童の割
合

◇(保護者）
「学校は子ども一人
一人を大切にしてい
る。」
「学校は学力の定着
と学習意欲の向上に
向けてICT機器を効果
的に活用してい
る。」
と回答した保護者の
割合

４：

全て
90％以
上

3

◇（児童評価３）「学校は楽しい。学
校は新しいことなどにも取り組んでい
る。」
→校内研究では「自分の考えを表現で
きる子の育成」～自分の考えをもち、
話し合い、考えを深め合う国語科の授
業づくり～をテーマとして取り組ん
だ。表現力を高めるため、昨年度から
引き続き言語活動充実をめざし、読書
活動の計画的な実践を重ねた。また、
主体的な深い学びを目指し、ICTをより
効果的に活用するための研修及び実践
を重ねてきた。次年度は研究授業の回
数を増やすことと、ICTの活用をさらに
推進していくことを進めていく。
→運動会、学習発表会、さらに日常的
な児童の作品展示の場で、多様な表現
活動の機会を設けることを進めてき
た。今年度の実践を次年度さらに、広
げていきたい。
◇(保護者評価３）「学校は子ども一人
一人を大切にしている。」
→教室以外の学習の場のとして居場所
づくりや、学校特別支援員、生活支援
員等による個に応じた支援を行ってき
た。今後も関係諸機関と連携しなが
ら、より良い支援に向け組織的な取り
組みを行っていく。
◇（保護者評価３）「学校は学力の定
着と学習意欲の向上に向けてICT機器
を効果的に活用している。」
→ICTサポーターの支援により、全教科

Ａ

令和５年度　大田区立仲六郷小学校　自己評価　報告書

学校教育目標　：　日々新しく伸びゆく仲六の子　　●　なかよくする子　　●　かんがえる子　　●　心ゆたかな子　　●　はたらく子　　●　くじけない子
児童数　：　２３６名（令和５年５月１５日現在）　　　学級数　：　１０学級（１年２学級　２年２学級　３年２学級　４年２学級　５年１学級　６年１学級）
概　要　：　１９５７年開校で、今年度で６６周年を迎える。学区域には住宅のほか商店街や町工場などがあり、地域に古くから居住する世帯・住民も多い。そのため、地域から愛され、地域と学校とのつながりが深く、教育活動におけるかかわりも豊富かつ多様であ
る。
目指す学校像　：　「みんなが大好きな学校」（児童、保護者・地域、教職員）
目指す児童像　：　「自分の考えを表現できる子の育成」

大項目 目標 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策


